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項 目 内 容 

1.発表テーマ 

 

瀬戸内海の沿岸域管理について 

 

2.課題 

 

 

 

20 世紀後半のわが国では、急速な沿岸域の開発と人口の沿岸都市への集

中、浅海部の埋立てやコンクリート護岸の建設、沿岸域利用の競合激化、

産業･生活から生じる有機物･有害物質などの排出増加などにより沿岸域、

特に閉鎖性海域の環境劣化、生息地の破壊、市民の親しむ浜辺･干潟･磯の

減少が進行した。これらに対しては、総合的アプローチが必要であり、自

然的社会的条件から見て一体的に施策が講ぜられることが相当と認めら

れる沿岸の陸域と海域を沿岸域と捉えて、これを総合的に管理する仕組み

づくりが求められている。 

  

 

 

3.対応（提案） 

 

 

 

そのためには沿岸域を生活･活動の場としている地方が主体となって、住

民を含む多様な利害関係者が参加する協議会を設置して、そこにおいて沿

岸域管理計画を協議･策定して沿岸域管理に取り組むことが望ましい。 

国際標準となっているこのような総合沿岸域管理の制度をわが国の実情

に適合した形で構築することを提案する。 

 

 

 

4.今後の瀬戸内海の

方向性について 

 

 

 

以下のようなことが必要と考える。 

① 密接な関係にある流域圏と海域を一体的な視野で捉えて森川海の管理

を連携協力して行なう。 

② 地域社会と密接な関係にある沿岸域の開発･利用･保全･管理を地元市

町村と県･国が役割分担、連携協力して取り組む仕組みを構築する。 

③ 国と関係各県が連携協力して瀬戸内海全体の開発･利用･保全計画を策

定して瀬戸内海の管理に総合的に取り組む。 

④ 国と関係各県が連携協力して瀬戸内海の調査･情報整備、技術開発、人

材育成に総合的に取り組む仕組みを作る。 
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